
高知県教育委員会事務局　幼保支援課　

親育ち支援で目指していること

親の子育て力の向上を図り、
よりよい親子関係を構築するとともに、
子どもたちの健やかな心と体を育てる

子どもが将来社会の一員
として生き抜いていくためには、

親や身近な大人に愛されて育つことが
必要不可欠



○ 愛着の形成

○ 人に対する基本的信頼感の獲得

○ 十分な自己発揮と他者の受容による
  自己肯定感の獲得

○ 基本的生活習慣の形成

○ 道徳性や規範意識、社会性の芽生え

高知県の保護者とともに特に育みたい資質・能力

知識・技能 思考力・判断力・表現力
等

学びに向かう力・
人間性等  
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※下に示す資質・能力は例示であり、遊びを通しての総合的な指
導を通じて育成される。

・思いやり

・相手の気持ちの受容

・葛藤、自分への向き合い、折り合い
・話合い、目的の共有、協力

・色・形・音等の美しさや面白さに対する感覚

・自然現象や社会現象への関心
等

・試行錯誤、工夫

・振り返り、次への見通し
・言葉による表現、伝え合い

・他の幼児の考えなどに触れ、新しい考えを
生み出す喜びや楽しさ

等

・安定した情緒 ・自信
・好奇心、探究心

・予想、予測、比較、分類、確認

・多様な動きや芸術表現のための基
礎的な技能の獲得

・様々な気付き、発見の喜び

・規則性、法則性、関連性等の発見

・基本的な生活習慣や生活に必
要な技能の獲得

等

・日常生活に必要な言葉の理解

・自分なりの表現

・身体感覚の育成

遊びを通しての
総合的な指導

・表現する喜び

〈

環
境
を
通
し
て
行
う
教
育

〉

・三つの円の中で例示さ
れる資質・能力は、五つ
の領域の「ねらい及び内
容」及び「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい
姿」から、主なものを取
り出し、便宜的に分けた
ものである。

学びに向かう力・人間性等
（心情、意欲、態度が育つ中で、いかによりよい生活を営むか）

知識・技能の基礎
（遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何を感じたり、

何に気付いたり、何が分かったり、何ができるようになるのか）

思考力・判断力・表現力等の基礎
(遊びや生活の中で、気付いたこと、できるようになったことなども使い

ながら、どう考えたり、試したり、工夫したり、表現したりするか)

幼児教育において育みたい資質・能力の整理
中央教育審議会（第109回）配付資料（H28.12.21）



愛着の形成

応答的な関わり 感情の発達

情緒の安定

欲求をだす・受け止める

愛着とは…人と人との間に生じる持続的・情緒的な絆のこと

保護者とともに特に育みたい資質・能力

親や
身近な大人

安心できる環境
をつくる

子ども

人に対する基本的信頼感の獲得

「大声で泣けばこの人が助けてくれる」
「何かあればここにもどってくればいい」

情緒が安定し、他者を信頼できる力へ

保護者とともに特に育みたい資質・能力

大切に養育され、愛情や甘えの要求を受容してくれる養育者への信頼を
通して、自分という存在を肯定的に捉え、外界は信頼に値するという感
覚をもつこと

子ども

いろいろなことに挑戦

応答的な関わり

安心できる環境

親や身近な大人との愛着形成が基盤

親や
身近な大人



十分な自己発揮と他者の受容による自己肯定感の獲得

保護者とともに特に育みたい資質・能力

自己肯定感とは…自分はこれでいいんだと自分自身を肯定する気持ちのこと

子ども

安心した環境で自分の感情や
意思を十分に表現

ありのままの姿を
かけがえのない存
在として受け止め、
認める

自分はこれでいいんだという見方

親や身近な大人との愛着形成
基本的信頼感の獲得が基盤

どんな状況にあったとしても
自信をもち他人とも積極的に
関わる

親や
身近な大人

基本的生活習慣の形成

保護者とともに特に育みたい資質・能力

子ども

自立心

自己発揮と自己抑制の調和の
とれた自律性

体の健康と心の安定

自分でやろうとする
子どもの思いやペー
スを尊重した丁寧な
関わり

子どもが達成感や
心地よさを味わえ
るような関わり

親や
身近な大人



道徳性や規範意識、社会性の芽生え

保護者とともに特に育みたい資質・能力

子ども

遊びなどを通じた
体験活動の充実を
図る

してよいことと悪いことが分かる

十分な自己発揮と他者の受容の経験
を通して

自分の気持ちを調整し、友達と折り
合いを付けながら決まりを作ったり
守ったりする

相手の立場に立って行動しようとする

親や
身近な大人

発達の課題

保護者とともに育みたい５つの資質・能力
その子どもにまだ十分に育っていないと思われるもの

原因・背景（園・保護者）をさぐる

園でできる支援（子ども・保護者）を考える

子どもの気になる姿

・落ち着きがない
・感情のコントロールができない
・友だちとのトラブルが多い
・集団活動に適応・順応できない
・ルールを守れない      など

保護者とともに特に育みたい資質・能力



その子どもがまだ十分に育っていないと思われるもの＝発達の課題

子どものよさ

子どもらしい
考え方・感じ方・関わり方

気を付けたいこと

・子どもの行動をマイナスとしてとらえないようにする
・課題は子ども一人一人異なっている
・発達には道筋がある（飛び越えて獲得できない）
・課題は重複していることもあるので、幅広い視点で考える

より多くの保育者の目で観察する

気になるところ

保護者について

子どもの発達の課題をとらえるために

５つの
資質・能力の中で

指導計画・園内研修の手引き
～つくろう 笑顔の輝く明日の保育～

P48 


